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International Student Expectations on International Student Advisers’ Competence
― Through questionnaires survey―

Jianxiu Pan

Abstract. The purpose of this study is to identify international student expectations of inter-
national student adviser competence.　The conclusions were made though the results of the 
questionnaires aiming at international students.　The “100,000 International Students to 
Japan”- Project was established in 2003, in order to attract qualified students from abroad and 
improve the hosting policy in current Japanese educational industry.　The approaches to 
training and placing the advisers for international students are an essential component.　The 
qualifications of the advisers, which are not required by Japanese colleges and universities to 
date, should be examined.　It is important to understand the present condition of such an 
occupation, especially, the critical skills matching the needs of international students.　Previ-
ous studies on the competence of international student advisers had focused only on the nec-
essary competences from the international student advisers’ perspective.　This investigation 
had the ideas of international students in view.  200 questionnaires were distributed to the 
international students and 141 responses were received.　Below are the items in skills, knowl-
edge, experience and attitude sections whose mean value are over the median value of 2.5.   
The items in skills section include “communication skills” and “listening skills.”　The items in 
knowledge section include “knowledge of other educational systems, cultural background and 
common problems of international students” and “knowledge of own institution’s mission, 
faculties and staff, and action.”　The items in experience section include “had been in liaison/
provided information with international students,” “had provided/support to international stu-
dents” and “support the daily lives of international students or scholars.” And the items in 
attitude section include “kindness”, “fair” and “respect others.”　The quantitative analysis 
reveals international students’ expectations of the competence of their advisors.
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Ⅰ．はじめに

　本研究の目的は，留学生を対象にして行った留学生
指導・相談担当教職員の資質・能力に関する質問紙調
査の内容分析を通して，留学生が求める留学生担当教
職員の資質・能力を明らかにし，その特徴を考察する
ことである。本稿でいう「留学生指導・相談担当教員」
とは，留学生専門教育教員及び日本語教員を含む留学
生センター教員を指し，「留学生担当職員」とは，国
際交流担当部局で留学生業務を担当する事務職員，各
学部・研究科で当該部局所属の留学生関係業務を担当
する事務職員を指す。
　1983年に策定された「留学生受入れ10万人計画」を
達成した日本では，留学生の質の確保及び受入れ体制
の充実が叫ばれている。留学の目的を達成するために
は，「留学生自身の自重と努力とともに，その教育補
導に当たる人々の忍耐と努力も必要」1）である。留学
生にとって母国とは文化・言語・生活習慣が異なる日
本での学習・生活には，カルチャー・ショックや誤解
によって生じるさまざまな問題がつきまとう。その結
果，留学生の抱える問題をいかに解決し，留学生関係
業務にいかに対応するかが重要になってきている2）。
しかし，現実として，留学生指導・相談については引
き受ける指導教員の負担が大きく，日本語教員や留学
生関係事務職員が片手間に相談を受けるには限界があ
ること，さらに留学生はプライベートな問題で指導教
授や所属する研究室の日本人学生に迷惑をかけたくな
いという気持ちが強いことなどから，これらの人々が
留学生指導・相談窓口として十分機能しているとはい
いがたい状況にある。こうした問題から専門的な教職
員の配置に対する需要が高まってきている3）。
　これらの状況に対応するための施策として，201人
以上の留学生を受け入れる国立大学には，学内共同研
究施設について定めた国立学校設置法実施規則第20条
の３の規定に基づき留学生センターが設置され，留学
生受入れ数が401人以上の大学には留学生課が設置さ
れた4）。留学生センターは，留学生に対する日本語教
育と生活指導の２部門に大別されて機能している。生
活指導のための留学生指導担当教官の配置数は，大学
における在籍留学生数に比例して決定され，留学生数
500人までの場合，配置人数は１名であり，それ以上
は2名となる5）。また，留学生の多い学部・研究科に「留
学生専門教育教官」が順次配置された6）。こうした取
り組みは，留学生業務に専念しうる教育指導体制と事
務体制を充実させてきた。
　しかし，総務庁行政監察局が1992年７月～９月に大
学などの留学生受入れ機関（留学生センターを含む）

において実施した監察報告書によると，留学生指導は
留学生問題全般にわたる問題を扱うために，問題の焦
点が絞りにくいことが指摘された7）。つまり，留学生
指導・相談業務の内容と範囲が必ずしも明確ではな
く，専門的な指導相談が必ずしも行われているわけで
はなかった。上記の監察結果を受け，文部大臣より要
請を受けた留学生政策懇談会は，1997年に留学生に対
する教育・生活面の相談支援の充実を謳った報告書

「今後の留学生政策の基本的方向について」を答申し
た。これにより，留学生センター機能の整備と専門教
育教官の配置の充実，専門性の向上が促された8）。ま
た，2003年度の中央教育審議会による「新たな留学生
政策の展開について」の答申では，国際化に対応した
教員，職員の採用と外国語運用能力の向上が主張され
ており，「日本人教員の採用の際に，豊富な留学経験
や海外での活躍の実績を加味することが望まれ，国際
交流業務の専門家を養成し，各大学等における受け入
れ体制の質を高める」9）ことが必要とされている。そ
して，横田らによって行われた全国四年制大学の国際
化と留学交流に関する調査報告（2006年）においても，
９割近くの大学が国際教育交流専門職の育成の重要性
を感じていると考えている10）。
　以上のように，留学生指導・相談担当者の専門性の
向上や専門家の育成のための具体策が求められている
ことがわかる。この場合，その前提となる基本的な情
報として，留学生指導・相談担当者の資質・能力を明
確にする必要があろう。その際，留学生受入れに関す
る政策，大学の採用側，留学生指導・相談担当者，そ
して留学生側のそれぞれの視点から資質・能力につい
て論じることが重要である。これまで，筆者は政策文
書や公募文書の分析，大学側が求める留学生指導・相
談担当者の研究，そして留学生指導・相談担当者自身
に関する研究を行ってきた11）。その中で，人事公募文
書の分析を通して，大学側が求めている留学生指導・
相談担当者の資質・能力とは，言語能力，コミュニケー
ション能力や交渉能力，日本語教育の経験，海外滞在
経験と熱意や関心であることが明らかになった12）。留
学生担当者自身に関する研究については，留学生担当
者に質問紙調査を行い，期待される資質・能力と保有
する資質・能力を比較し，留学生指導・相談に影響を
与える規定要因を分析してきた13）。
　これらの成果を踏まえながら，本研究は，相談する
側の留学生の視点から，留学生担当教職員に必要とさ
れる資質・能力を解明するものである。
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Ⅱ．先行研究の検討

　留学生指導・相談担当者の資質・能力に関わる先行
研究は，留学生指導・相談担当者自身の経験に基づく
記録からのアプローチと質問紙調査に基づく実証的な
アプローチと大きく２つに分けられる。
　担当者自身の経験からのアプローチ，すなわち経験
論に基づく先行研究については，以下のようにまとめ
ることができる。横田（1990）は，事務官としての国
際交流アドバイザーに必要とされる資質・能力につい
て，「国際交流に関する委員会や教授会で積極的に発言
し，留学経験や異文化カウンセリング知識が必要」14）

と指摘している。白土（1993）は，留学生指導・相談
担当者の資質・能力について，「情熱と資質の形成，
異文化間コミュニケーションの技能，留学生の適応過
程の理論，及びその他の既存の学問分野の知識」を挙
げている15）。学問分野の知識については，「留学生受
入れ国と送り出し国の理念と制度及び歴史的関係，留
学のプッシュ要因・プル要因の理論，カウンセリング
の理論と技能，神経症・精神病に関する知識など」16）

の必要性を指摘している。
　また，アルセン（1999）は，『留学生アドバイザー
という仕事』において，留学生アドバイザーに求めら
れる資質・知識及びスキルについて言及している17）。
資質については，知性，忍耐力，価値判断を押し付け
ない態度，異文化への関心，他人を尊敬する心，曖昧
さを許容する力，社交性，自己認識，親切心，決断力
といった項目が挙げられている。知識については，自
己認識，大学，地域，他大学の留学生アドバイザー，
学外の機関，留学生の背景，応用言語学と対照修辞学，
世界の情勢，異文化コミュニケーション，国際教育，
出入国管理法という項目が挙げられている。スキル（能
力）については，コミュニケーション能力，事務管理
能力，教育と研修，カウンセリング及び自己管理力が
挙げられている。
　実証的なアプローチによる先行研究としては，白土・
権藤（1991）の研究が挙げられる。この研究では，大
学教員及び事務職員を対象に実施した質問紙調査の結
果に基づき，事務職員の外国語能力の向上，留学生業
務への興味関心，留学生業務への適性度，コミュニケー
ション・ギャップから資質・能力に言及している。当
該調査結果によると，留学生業務への興味関心のある
留学生担当職員が85.4％存在すること，留学生業務へ
の適性度に関しては「少し適性がある」という解答が
44.6％と最も多かったこと，そしてコミュニケーショ
ン・ギャップの原因は自由記述によると「日本語力」
が最も多く，次に「文化的違い」であったことが明ら

かになっている18）。
　また，富田・渡邉（1998）による留学生担当者を対
象とする調査は，必要とされる知識，能力，実務及び
研修プログラムを扱った数少ない調査研究の一つであ
る19）。知識については学術関連，法律・制度関連，政
策・社会情勢関連に分けて説明されており，能力につ
いては，文書作成能力，情報提供・アドバイス力，情
報収集・処理能力，英語能力，カウンセリング能力，
ネットワーク能力，交渉・説得力，危機管理能力，組
織内他部門に対する主唱・連携促進能力，データ管
理・統計・分析能力，企画・運営能力，プレゼンテー
ション能力などが必要とされていた。しかし，調査結
果について，統計的な分析が行われておらず，その内
容は回答の単純集計にとどまっている。
　そのほか，留学生指導・相談担当者の資質・能力を
含まれる留学生の意見調査に関する論文には，指導・
相談の領域に関する質問が一部に含まれているケース
が多い20）。例えば，奥川（2000）は，留学生研究指導
の改善点として「留学生活指導体制」「担当教職員定
員増」が必要と指摘している。坂野（2003）は，中国
人私費留学生の満足度調査で「相談相手の有無」につ
いて言及しており，二宮（2003）は，留学生が留学目
的達成の必須要件に「担当する教職員の態度」「アド
バイジング」が重要と指摘している。
　これまでの先行研究では，資質・能力について，留
学生担当者側の視点から必要とされる能力，望ましい
能力を解明することを試みたものや，留学生の意見調
査の一部にとどまっているものである。質問紙調査で
留学生が必要とする留学生担当教職員の資質・能力に
ついては，扱われていない。そこで，本研究では，留
学生が求める留学生指導・相談担当教職員の資質・能
力を実証的に解明することを試みる。

Ⅲ．調査の概要

　2007年２月８日から３月15日にかけて，Ａ大学の留
学生200人を対象に，質問紙調査「留学生指導・相談
担当者についての意見調査」を行った21）。調査票は，
中国語版100部，英語版80部，日本語版20部を配布し，
有効回収数は141部で，回収率は70.5％である22）。配
布の方法は留置調査法及び個別の知人に調査への協力
を依頼し，調査票を配布・回収した。協力者には事前
に調査の意図と内容を説明し，理解を得た上で実施し
た。回答者の基本属性は，表１の通りである。
　調査項目については，①留学生指導・相談者に必要
と考える能力，②留学生指導・相談担当者に必要と考
える知識，③留学生指導・相談担当者に必要と考える
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経験，④留学生指導・相談担当者にとるべき態度・姿
勢について，それぞれ４段階評価を用いて回答を求め
た23）。
　また，「現在の留学生指導・相談について満足して
いますか」という問いを設定し，｢ 非常に満足してい
る ｣「まあまあ満足している」「あまり満足していない」

「全く満足していない」の４段階評価で回答を求めた。
｢ 非常に満足している ｣ と答えた人は23名で全体の
16.3％，「まあまあ満足している」と答えた人は66名
で46.8％，「あまり満足していない」と答えた人は16
名で全体の11.3％，「全く満足していない」と答えた
人は２名で全体の1.4% を占めている。

Ⅳ．留学生が必要とする留学生担当
　教職員の資質・能力について

１．必要と考える能力について
　調査票では，留学生が留学生担当教員に必要と考え
る能力（以下，教員能力と略す）および留学生が留学
生担当職員に必要と考える能力（以下，職員能力と略
す）に関連する21項目を設定した。この21項目につい
て，「非常に必要」「まあまあ必要」「あまり必要ない」

「全く必要ない」の４段階で回答を求めた。教員能力
と職員能力の各項目の平均値と標準偏差の結果を表２
に示す。
　教員能力を平均値の大きい順にみてみると，「コミュ
ニケーション能力（3.57）」「時間を共有し，傾聴する
力（3.49）」「物事を幅広く考えることができる能力

（3.48）」と続く。職員能力を平均値の大きい順にみて
みると，「（1）コミュニケーション能力（3.61）」「（2）

時間を共有し，傾聴する力（3.51）」「（4）相手の気持
ちを理解する力（3.50）」と続く。
　必要度の高い３項目の中で，教員にも職員にも必要
とする「コミュニケーション能力」については，他人
に物事を分かりやすく伝えるだけでなく，伝えるべき
ものごとをまず自分自身がきちんと把握し，聞き手が
どんな人なのかに注意を払うことができる能力であ 
る24）。留学生アドバイザーの仕事の多くは，留学生に
さまざまな制度，仕組みなどを分かりやすく説明する
ことであり，その際には留学生の気持ちを汲みながら，
理解させることが必要となることから，コミュニケー
ション能力は特に重要なスキルだと言える。また「時
間を共有し，傾聴する力」については，潘・中矢（2006）
の留学生に関するインタビュー調査から，「留学生相
談を行う際に結論を出せる相談の多くは時間がかかる
ものであり，ゆえに時間をかけて留学生の話を聞き，
一緒に時間を過ごせることが大事なことを示してい
る」25）と指摘している。

２．必要と考える知識について
　調査票では，留学生が留学生担当教員に必要と考え
る知識（以下，教員知識と略す）および留学生が留学
生担当する職員に必要と考える知識（以下，職員知識
と略す）に関連する11項目を設定した。この11項目に
ついて，「非常に必要」「まあまあ必要」「あまり必要
ない」「全く必要ない」の４段階で回答を求めた。教
員知識と職員知識の各項目の平均値と標準偏差の結果
を表３に示す。
　教員知識について平均値の大きい順にみてみると，

「留学生の教育的文化的背景，留学生の直面する課題

表１　回答者の基本属性（左：実数，右：％）  N ＝141

（注）�その他の国・地域の詳細については：フィリピン・ミャンマー各　４名，ベトナム・タイ各３名，アフガニスタン・イラン・イギリス・ナイジェリア各　２名，マレーシア・
スリランカ・インド・バングラデシュ・トルコ・ウクライナ・スペイン・ベラルーシ・メキシコ・アメリカ合衆国・ブラジル・ベネズエラ・ボツワナ・エジプト・ガーナ・
南アフリカ・ギニア各　１名である。計30カ国・地域になる。
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に関する知識（3.38）」が最も高く，「留学生教育に関
する知識（3.34）」「自分の所属する大学に関する情報

（3.34）」と続いている。職員知識について平均値の大
きい順にみてみると，「（7）留学生指導に必要な法律
規則に関する知識（3.48）」が最も高く，「（3）自分の
所属する大学に関する情報（3.36）」「（1）留学生の教
育的文化的背景，留学生の直面する課題に関する知識

（3.28）」と続いている。このような知識は，留学生指
導相談を行う際に，利用頻度の高い知識であるため，
教員も職員も非常に必要と感じていると推測できる。

　必要度の高い３項目の中で，教員にも職員にも必要
とする「留学生の教育的文化的背景，留学生の直面す
る課題に関する知識」については，留学生が抱える生
活上の問題は第一位に経済問題であり，第二位に文化
的な違いが引き起こすものとなっている26）。適応や宿
舎の確保などの学生の問題に際して，留学生の出身国
の教育制度や文化背景についての知識があると，留学
生担当者を見る留学生の目が違い，留学生担当者の留
学生に与える影響力が増えることになる。また，留学
生や外国人研究員のバックグランドに関する情報があ

表２　必要と考える能力について

注：（1）教員に必要な能力の平均値を大きい順から並べた，回答のばらつきをみるため標準偏差も示した。
　　（2）網かけは必要度の高い項目である。

表３　必要と考える知識について

注：（1）教員に必要な知識の平均値を大きい順から並べた，なお，回答のばらつきをみるために標準偏差も示した。
　　（2）網かけは必要度の高い項目である。
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れば，彼らと大学の教職員の仲介役として効果的に仕
事を進めることができよう。「自分の所属する大学に
関わる情報」について，組織の中で仕事をしている留
学生担当者は，業務を遂行するためには自分の所属す
る組織の知識は必要不可欠となる。そのためには，大
学の使命や大学のポリシーを正しく理解し，さまざま
な事務手続きに精通し，同僚関係を築いていくことが
必要になる。これらの知識を貯えておくことは，留学
生担当者と留学生の双方にとって非常に有益であると
いえる。

３．必要と考える経験について
　調査票では，留学生が留学生担当する教員に必要と
考える経験（以下，教員経験と略す）および留学生担
当する職員に必要と考える経験（以下，職員経験と略
す）に関連する31項目を設定した。この31項目につい
て，「非常に必要」「まあまあ必要」「あまり必要ない」

「全く必要ない」の４段階で回答を求めた。教員経験
と職員経験の各項目の平均値と標準偏差の結果を表４
に示す。
　教員経験について平均値の大きい順にみてみると，

「留学生に対するアドバイジング・サポートを行った
経験（3.27）」が最も高く，「留学生や研究者との日常

のやり取りをした経験（3.21）」「留学生への連絡事項
や情報提供を行った経験（3.18）」と続いている。職
員の経験について平均値の大きい順にみてみると，

「（1）留学生に対するアドバイジング・サポートを行っ
た経験（3.34）」が最も高く，「（3）留学生への連絡事
項や情報提供を行った経験（3.28）」「（2）留学生や研
究者との日常のやり取りをした経験（3.17）」と続い
ている。　
　必要度の高い３項目の中で，教員にも職員にも必要
とする「留学生に対するアドバイジング・サポートを
行った経験」「留学生への連絡事項や情報提供を行っ
た経験」及び「留学生や研究者との日常のやり取りを
した経験」については，留学生指導相談の中核的な業
務として必要とされるものである。留学生指導・相談
は，日ごろから，留学生からの疑問・相談を対応し，
アドバイジングをし，留学生に日常のやり取りをし，
連絡事項や情報提供を行うものである。これらの経験
を有しているかどうかによって，スムーズに留学生業
務を遂行できるかが決まるゆえに，教員にも職員にも
必要とされていると言えよう。

４．必要な態度について
　調査票では，留学生が留学生担当する教員に必要な

表４　必要と考える経験について

注：（1）教員に必要な経験の平均値を大きい順から並べた，なお，回答のばらつきをみるため標準偏差も示した。
　　（2）網かけは必要度の高い項目である。
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態度（以下，教員態度と略す）および留学生が留学生
担当する職員に必要な態度（以下，職員態度と略す）
に関連する16項目を設定した。この16項目について，

「非常にそう思う」「まあまあそう思う」「あまりそう
思わない」「全くそう思わない」の4段階で回答を求め
た。教員態度と職員態度の各項目の平均値と標準偏差
の結果を表５に示す。
　次に，教員態度について平均値の大きい順にみてみ
ると，「他人を尊重する態度（3.74）」が最も高く，「優
しい態度（3.66）」「公平に接する態度（3.64）」と続い
ている。職員態度について平均値の大きい順にみてみ
ると，「（2）優しい態度（3.71）」が最も高く，「（3）
公平に接する態度（3.69）」「（1）他人を尊重する態度

（3.68）」と続いている。
　必要度の高い３項目の中で，教員にも職員にも必要
とされる「他人を尊重する態度」については，敬意を
持って，行動し，振舞うことを意味する27）。例えば，
男女関係（中東やアフリカの男性が女性と接する接し
方）や上下関係について，さまざまな人たちの多種多
様な考え方を尊重する必要がある。これは必要とされ
る「留学生の教育的文化的背景…に関する知識」や 

「特定の宗教・信仰をお持ち，活動した経験」とも関
係していると言える。「公平に接する態度」については，
どんな国・人も同じように扱い，自分の好き嫌いに左
右されず，すべての人を平等に扱うことできる態度が
求められている。また，「優しい態度」については，
思いやりがある他人に対する好意的感情と期待感と組
み合わせて，関心や共感などを伴うものである。

Ⅴ．終わりに

　以上，留学生を対象とした，留学生指導・相談担当
教職員の資質・能力に関する質問紙調査の内容分析を
通して，彼らに必要と考える留学生指導・相談担当教
職員の資質・能力を明らかにした。　
　留学生が留学生指導・相談担当する教員・職員に

「能力」，「知識」，「態度」，及び「経験」に関して分析
したところ，教員にも職員にも共通とする必要な資
質・能力に関しては，10項目が重要であることが指摘
できる。能力については「コミュニケーション能力」
と「時間を共有し，傾聴する力」が挙げられ，知識に
ついては「留学生の教育的文化的背景，留学生の直面
する課題に関する知識」と「自分の所属する大学に関
する情報」であり，経験については「留学生に対する
アドバイジング・サポートを行った経験」「留学生へ
の連絡事項や情報提供を行った経験」及び「留学生や
研究者との日常のやり取りをした経験」が挙げられ
る。態度については「他人を尊重する態度」と「優し
い態度」と「公平に接する態度」が挙げられる。
　筆者が以前に，留学生担当する教職員を対象に実施
した調査では，留学生を担当する教職員が考える必要
とされる能力・知識・経験・態度に関して，必要度の
高い順から挙げると次のような結果を得ている。能力
については「コミュニケ－ション能力」「異文化理解
能力」「相手の気持ちを理解する力」，知識については

「留学生指導に必要な法律規則に関する知識」「留学生
の教育的文化的背景，留学生の直面する課題に関する
知識」「自分の所属大学に関する情報」が挙げられ，

表５　必要と考える態度について

注：（1）教員に必要な態度の平均値を大きい順から並べた，なお，回答のばらつきをみるため標準偏差も示した。
　　（2）網かけは必要度の高い項目である。



潘　　建秀

― 58 ―

経験については「留学生に対するアドバイジング・サ
ポートを行う経験」「留学生オリエンテーションを行
う経験」「留学生への連絡事項や情報提供を行う経験」
が挙げられ，態度については「公平に接する態度」「他
人を尊重する態度」「偏見を持たず，ステレオタイプ
化しない態度」の順である28）。
　これらの二つの結果を比較してみると，全体的に留
学生と留学生を担当する教職員の回答には，あまり大
きな差が見られない。しかしながら，留学生が「時間
を共有し，傾聴する力」を能力の中では第２位と求め
ているに対し，留学生担当者の調査では第６位となっ
ている。また，留学生が「優しい態度」を態度の中で
第２位と求めているに対し，留学生担当者の調査では
最下位となっている。すなわち，教職員の調査では，「時
間を共有し，傾聴する力」と「優しい態度」について
はあまり必要ではないという結果が示されており，留
学生と留学生担当教職員の見解に差があると推測でき
る。留学生担当教職員の専門性を高めるためには，本
稿で明らかになった留学生が最も求める資質・能力項
目の「時間を共有し，傾聴する力」と「優しい態度」
を加えた留学生も留学生担当する教職員も求めている
資質・能力の項目を中心として，その養成・研修カリ
キュラムを開発し，受けることが留学生指導・相談担
当業務に有効であるといえよう。
　なお，二つの結果に差があるということの原因につ
いて，他大学への留学生調査によりさらに詳細な調査
を行うことで解明する必要がある。また，留学生の属
性の違いにより，留学生担当者に期待する役割につい
ては，別稿にて行いたい。
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